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「
鉄
山
の
歩
み
」
（
抜
粋
）

奥
泉
勝
雄

奥
村
鉱
業
所
か
ら
針
田
鉱
業
所
へ
の
移
譲
と
鉄
山
の
盛
衰

常
呂
町
高
齢
者
教
室
「
昭
和

年
度

オ
ホ
ー
ツ
ク
大
学
文
集

ト
ー
コ
ロ
』
掲
載

63

（
略
）
昭
和

年
８
月

日
に
戦
争
が
終
戦
と
な
り
、
常
呂
鉱
山
は
終
戦
と
同
時
に
鉱
山
業
務
一
切
を

20

15

ス
ト
ッ
プ
し
た
の
で
す
。
ス
ト
ッ
プ
し
た
内
容
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
後
は
休
山
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
従
業
者
は
別
の
炭
鉱
ま
た
は
土
建
業
へ
と
鉄
山
か
ら
は
出
て
行
き
ま
し
た
。

な
お
、
奥
村
鉱
山
は
休
山
と
な
っ
た
が
、
別
の
炭
鉱
業
者
が
終
戦
の
４
～
５
年
前
か
ら
日
吉
へ
来
て
、

日
吉
川
東
の
国
有
林
を
探
鉱
し
、
細
々
と
採
掘
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
方
は
小
樽
市
で
農
産

物
の
雑
穀
商
を
営
ん
で
お
り
、
鉱
山
か
ぶ
れ
の
方
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
お
名
前
は
針
田
喜
市
と
い
う

方
で
し
た
。
針
田
氏
は
小
樽
の
商
業
を
兼
ね
、
細
々
と
鉱
山
の
方
を
掘
り
続
け
て
お
り
、
一
方
、
奥
村
氏

は
約
１
年
ほ
ど
休
山
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
間
に
針
田
氏
と
売
買
の
相
談
を
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
後
に
話
を
聞
い
た
の
で
す
が
、
私
ど
も
の
想
像
通
り
、
奥
村
氏
は
針
田
氏
に
売
買
す
る
こ

と
に
な
り
、
奥
村
氏
の
鉱
山
、
ま
た
建
物
も
一
切
の
権
利
を
針
田
氏
に
譲
渡
す
る
契
約
を
締
結
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

注
：
昭
和

年
３
月

常
呂
鉱
山
の
鉱
業
権
を
針
田
喜
一
が
譲
り
う
け
、
国
力
鉱
山
と
命
名
し
採
掘
を
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開
始
（
常
呂
町
史

針
田
鉱
業
概
況
書
）

＊
奥
泉
さ
ん
の
記
憶
違
い
が
あ
り
ま
す

昭
和

年
２
月

国
力
鉄
山
株
式
会
社
創
立
（
本
社

常
呂
郡
端
野
村
忠
志
）

25

昭
和

年
６
月

針
田
鉱
業
株
式
会
社
に
商
号
変
更
（
本
社

札
幌
に
移
転
）

26

昭
和

年
７
月

常
呂
郡
常
呂
町
字
日
吉
に
国
力
支
店
設
置

29

そ
れ
か
ら
後
、
針
田
氏
は
奥
村
氏
以
上
に
鉱
山
内
容
を
拡
大
し
て
、
人
夫
も
奥
村
氏
以
上
に
入
れ
、
社

宅
、
ま
た
飯
場
な
ど
も
増
築
し
て
針
田
鉱
業
所
と
称
し
て
い
ま
し
た
。

針
田
鉱
業
所
は
露
天
掘
り
で
は
な
く
、
全
面
坑
道
掘
り
で
進
み
、
採
掘
も
順
調
に
進
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。搬

出
に
つ
い
て
は
軌
道
は
使
わ
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
す
る
計
画
を
立
て
、
土
場
は
共
立
駅
（
注
：
共

立
駅
ま
で
の
湧
網
線
開
通
は
昭
和

年

月
６
日
）
の
裏
に
作
り
、
共
立
か
ら
国
鉄
貨
物
に
積
み
込
み
、

27

12

奥
村
氏
同
様
に
室
蘭
輪
西
製
鉄
所
へ
輸
送
し
た
の
で
す
。
な
お
、
軌
道
線
は
皆
撤
収
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

＊
注
：
『
常
呂
町
百
年
史
』
に
は
、
「
国
力
鉱
山
の
場
合
、
一
番
の
問
題
は
輸
送
の
面
で
あ
っ
た
が
、

年
27

月
６
日
に
湧
網
線
の
常
呂
・
下
佐
呂
間
間
が
開
通
し
、
共
立
駅
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
問
題
は
い
っ

12き
ょ
に
解
決
さ
れ
る
。
（
略
）
湧
網
線
の
全
通
の
結
果
、
増
産
体
制
が
整
い
、
採
掘
量
も
増
大
し
て

い
く
よ
う
に
な
る
」
と
記
載
。

鉄
鉱
石
の
良
質
の
鉱
石
は
室
蘭
か
ら
船
積
み
に
し
て
八
幡
製
鉄
所
に
も
送
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

な
お
冬
期
間
は
吹
雪
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
の
搬
出
も
不
可
能
な
の
で
農
家
に
頼
み
、
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馬
そ
り
を
何
十
台
も
出
し
て
、
馬
で
鉱
石
を
運
ん
だ
も
の
で
し
た
。
農
家
の
方
も
冬
仕
事
と
し
て
良
い
仕

事
で
あ
り
、
助
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
地
元
で
あ
り
ま
す
が
、
馬
で
木
材
業
の
方
で
働
い
て
い
た
の
で
す
。
針
田
鉱
業
所
が
４
～
５
年
を

過
ぎ
た
頃
、
鉄
鉱
石
の
値
が
高
騰
し
た
の
で
す
。
そ
の
時
に
奥
村
氏
は
（
当
時
、
私
の
裏
の
沢
の
国
有
林

に
大
き
な
鉱
脈
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
道
が
な
く
、
ま
た
道
を
造
る
に
も
経
費
が
相
当
か
か
る
の
で
す
）

山
林
に
何
千
ト
ン
も
貯
鉱
し
て
置
い
て
お
り
，
そ
の
鉱
石
を
私
ら
３
人
ほ
ど
で
馬
搬
す
る
こ
と
を
請
け
負

っ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
全
部
出
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
大
変
に
良
い
金
に
な

り
ま
し
た
。（
略
）

＊
注
：
針
田
鉱
業
所
を
含
む
日
吉
の
一
部
と
福
山
地
区
に
送
電
開
始

昭
和

年
６
月

日

29

27

日
吉
・
登
・
吉
野
地
区
通
電

昭
和

年
７
月
７
日

29

日
吉
電
通
式
・
祝
賀
会

昭
和

年
７
月

日

29

21

＊
注
：
電
力
は
北
海
道
電
力
株
式
会
社
豊
川
変
電
所
か
ら
日
吉
に
至
る
幹
線
中
、
国
力
鉱
業
所
事
務
所
付

近
か
ら
自
家
受
電
（

キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
で
鉱
山
受
電
室
（

キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
に
導
入
し
、
各
所
に

220

300

配
電
。

鉄
山
で
は
電
気
が
入
っ
た
の
で
電
工
専
門
の
方
を
雇
い
入
れ
、
ま
ず
事
務
所
近
く
に
変
電
所
を
造
り
、

各
現
場
に
電
気
を
送
電
し
た
。
入
電
前
は
全
部
手
堀
で
あ
っ
た
が
、
電
気
が
入
っ
て
か
ら
は
各
現
場
ご
と

に
電
気
削
岩
機
を
買
い
入
れ
、
採
掘
の
方
も
以
前
よ
り
何
倍
も
増
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
略
）

し
か
し
、

年
頃
よ
り
輸
入
鉄
鉱
石
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
針
田
鉱
業
所
の
鉄
鉱
が
不
況
に
落

35

ち
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
輸
入
鉄
鉱
石
は
値
が
安
く
、
歩
留
ま
り
率
も
割
合
に
良
い
と
い
う

の
で
す
。
針
田
鉱
業
で
出
し
て
い
る
鉄
鉱
石
も
良
質
で
は
あ
る
が
、
日
本
は
労
賃
が
高
い
の
で
、
安
い
輸

入
鉄
鉱
石
と
太
刀
打
ち
で
き
ず
、
遂
に
昭
和

年
９
月
末
で
針
田
鉱
業
所
も
閉
山
と
な
っ
た
の
で
す
。
閉

39

山
と
な
っ
て
か
ら
は
火
が
消
え
た
よ
う
で
全
く
寂
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

針
田
鉱
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
頃
は
、
山
神
楽
の
時
な
ど
は
他
町
村
か
ら
田
舎
力
士
が
大
勢
集
ま
っ
て
宮

相
撲
を
と
り
に
来
た
の
で
す
。
ま
た
、
夜
は
花
火
大
会
な
ど
で
毎
年
の
よ
う
に
大
変
に
ぎ
や
か
に
し
て
見

せ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。（
略
）


